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大学における英語多読の課題	
豊田高専	 西澤	 一 

 
現在の大学では、学修スキルの修得において、また、情報リテラシーの一環として、

読む力（リーディング力）の育成が重要になっています。ところが英文を読むことにつ

いては、何を持って「読む」と捉えるかに議論の余地があります。一般に、日本の学校

英語教育の現場では	 英文を読むこと	=	英文和訳	 との前提で指導がされていますが、

私はこれが、日本人が英語で苦労する理由であり、それを覆すには（英文を和訳するこ

となく読む）英語多読が必要だと考えています。そのように考えるに至った経緯と、英

語多読によるリーディング力を高める方法を説明します。	

 
１.	日本人が英語で苦労する理由	

「日本人は英語を読めるけれど話せない」と表現されることがよくありますが、

本当でしょうか？例えば十数年前、Harry Potterが人気を博した頃、地方の書店の
店頭にも原作が平積みにされ飛ぶように売れたことがありますが、その後第 1 巻を
完読したという話はめったに聞きません。ある商社の豪州駐在員が第 1 巻を読み切
ったと述べられたブログには、数ヶ月をかけ、いく冊もノートを作ったと書かれて

おり、長時間かけて原文を和訳しながら読まれたと推測されますが、これが児童小

説の読み方でしょうか？ 
この例が示すように、日本人が英文を読めると称するときの「読める」とは、英

文を和訳することを前提としていることが多く、（和文小説にように楽しんで）読め

ることは意味していいないのが普通です。「日本人は（英文を）和訳することはでき

るが…」と表現しないと、誤解を生じます。 
では、英文を和訳できる日本人ができないことは何でしょう。それは英文を（英

語のまま理解して）読むことです。またその結果として、英文が長くなっても読ん

でいて疲れないことです。 
 
１）	 英語のまま理解して読むとは 
和文小説を読んでいるときには、情景が浮かぶ人が多いと思います。物語に熱中

しているときには、主人公に感情移入し、喜びや悲しみも共に感じることでしょう。

これが小説を読むということです。その際、構文解析はしませんし、未知語を辞書

で調べることも稀です。和文小説を楽しむために頭の中で考えるのに使っているの

は日本語です。	

英文小説を読むとは、このプロセスを英語で行うことではないのでしょうか。英

語で表現される主人公との疑似体験を楽しむためには、読む方も英語を使って考え
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ているのが自然です。	

	

２）	 長文になっても読んでいて疲れないとは 
読書に熱中しているときには疲れません。お気に入りの（和文）小説を読み終わ

ったら日が暮れていた、夜が明けていた、との体験を持つ人も少なくないでしょう。

他方、英文小説を和訳しながら読もうとすると 30分で疲れてしまうことも珍しくあ
りません。わずか 3,000 語の英文を長文と感じるのは、和訳に労力をかけているか
らです。英文を（英語のまま理解して）読むときは、和文小説の読書と同様に、面

白い物語であれば長くなっても疲れません。 
 
まず、英文を「読む」ことと「和訳する」ことは、全く異なる活動ですので、両

者を分けて考えましょう。次に、日本人の多くが、学校での英語学習や、大学受験

勉強でやってきたのは、あくまで和訳であり、読むことではなかったことを確認し

ましょう。そうすると、「英文を和訳できるが読めない… 」ことが、日本人が英語
を話せない理由の一つではないかとの疑問が浮かぶのです。 
実は、英文を（訳さずに）読めるようになれば、それなりに話せるようになるこ

とは、豊田高専の専攻科生（多読授業 6〜7年目）の授業風景で見ることができます。
彼らはその週に読んできた本の内容を（準備なく）級友に 3 分間で紹介し質疑応答
をする英語ブックトークを毎週楽しんでいるのです。 
 
２.	英文を読むには	

ただ、いきなり言われても、これまでずっと続けてきた英文和訳を止めるのは簡

単ではありません。実際に豊田高専の学生が 7 年継続多読プログラムを修了する際
に行ったアンケートに、読書中に日本語があまり思い浮かばくなった時期として答

えていたのは、平均すると総語数 100万語近くを読んだ多読プログラム 4〜6年目で
した 1)。また、図書館の多読用図書を使って多読を楽しんできた社会人 128 人に対
するアンケート調査で、多読による変化として「話す・仕事で使う」をあげる人が

出てきたのは、継続 5 年以上のグループのみでした 2)。これらのことから、多読に

より（和訳せずに）英文が読めるようになり、アウトプット（話す）スキルにも顕

著な影響が出てくるには、あるていどの時間がかかることが分かります。さらに、

多読の効果を実感するには、長期継続以外にも、読書量、英文のレベル、読書速度

に注意を払う必要がありますので、次に説明します。 
 
１）	 読書量 
週 1〜2 回各 45 分の多読授業を受講する豊田高専学生では、TOEIC 得点が上昇
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し始める 4 年目までに平均 100 万語の英文を読んでいます（年間 20〜30 万語のペ
ース）。この読書量は、中 1から高 2の 5年間で使う英語の教科書（総語数約 3万語
3））を 33 回読み直した量に相当します。高校生以上の大人が初級レベルの英語力で
多読を始めたときも、TOEIC得点で効果を実感するには、高専生と同様 100万語程
度の読書量が必要と推測されます。毎日 30分のペースで読むと 1年かかります。 
 
２）	 英文のレベル 
英文レベルを考えるとき、大手書店の洋書売り場で図書推薦に使われる TOEIC 得

点表示は、日本人学習者の実態と合わない（難しすぎて、和訳なしに読めない）の

で注意が必要です。英国エジンバラ大学多読プロジェクト（EPER）が欧州人向け
に設定した英文レベルも難しすぎます。これらの推奨レベルは、日本人が英文和訳

で読めるレベルと（偶然）一致するため、多くの実践者がこのレベルの英文で読み

始め、いつまでたっても読めるようにならない（英文和訳を卒業できない）と悩む

ことが多いのです 4)。たとえば、学習者向けの読本：Graded Readers (GR)を読むま
えに、よりやさしい Oxford Reading Treeシリーズ等の入門用絵本で和訳を避ける
読み方を練習するのが安全です。	

 
３）	 読書速度 
和文小説を読むときに時間をかけない人が、英文小説で「時間をかけて読む」の

は、英文を和訳し、内容について日本語で考えなければ物語を追えなくなっている

からと思われます 5)。さし絵をじっくり見ることに価値のある絵本を除き、毎分 100

語程度のペースで読めていない場合は、自分でも気づかないうちに和訳している可

能性があります。もっとやさしい英文図書から読み始める必要があるでしょう。ま

た和訳防止には、全文朗読を聴きながら、そのペースでテキストを読み進める「聞

き読み」5)も有効です。多くの GR には朗読音源が附属していますので、これを活用

するとよいでしょう。	

 
３.	英語多読の成功要因	

１）	 授業または支援サークル 
たとえ大学生でも、コアとなる定期的な読書時間を設定しないと効果が出るのに

必要な量は読めないのが普通です。初等中等教育で多読授業が行われるのが理想で

すが、多読未経験の大学生は授業内で読書時間を確保しないと、「読んだことにする」

のが精々で、実質的には読めないのが実情でしょう。授業外活動で有効なのは多読

支援サークルです。仲間と定期的に集まって読書体験を交換することが、多読継続

を相互に支援する効果を期待できます。学内になければ、社会人を含めて学外で探
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しましょう 6)。 
 
２）	 図書館 
次に必要なのは、大量のやさしい英文図書です。青山大学附属図書館（青山、相

模原、短大各キャンパス）には、各種 GR が所蔵されていますが、多読未経験の方
が、例えば、Oxford Bookworms Level 1 (OBW1)から読み始めるのでは難しすぎる
（ため、いくら読んでも、和訳から卒業できないと悩むことになる）ことが多いの

で、ご注意ください。「大学生に絵本は…」という固定観念は捨て、入門用絵本とし
て人気の Oxford Reading Treeシリーズ（青山キャンパス図書館、IE図書）から、
読み始めましょう。 
 
３）	 ロールモデル 
多読を始めようと思ったら、まず、身近なロールモデル（多読で効果を実感した

人）を探しましょう。先輩学生や教職員で見つからなくても、地域の図書館で多読

をしている社会人も含めれば、見つかるはずです。どの本をどれくらい読んだら、

どのような効果を期待できるのか、個人的な体験談を聞くことができれば、安心し

て始めることができます。身近に見つからなければ、ネット上の体験 6)や繁村さん

の体験 7)を参考にしてください。 
 
おわりに	

15年前には、英語を大の苦手としていた高専生の英語力を劇的に向上させたのが
7年継続の多読授業 8)です。大学受験を経た大学生なら、やり方さえ間違えなければ、

より短期間で効果を実感できるかもしれません。本日を機に、あなたも英語多読を

本格的に始めてみませんか？ 
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